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はじめに
　本稿は、民国初期に北京で発行された日刊紙『晨報』の研究の一環として、『晨報』の学生運動

に対する認識について分析を試みるものである。

　これまでの研究で明らかにされたように、辛亥革命の結果として「言論の自由」が芽生え、近代

中国のメディアは、民国初期（１９１２－１９２８年）に一つの重要な転換期を迎えた。『晨報』は、まさ

にこのような時代に創刊された。１万の発行部数を持つ『晨報』は（民国初期の北京では、５０００～

６０００部でも「大新聞」に属した）、その編集の水準の高さ等においても、後に「新聞界の新紀元１」

と評価される存在であった２。

　また、『晨報』が学生と濃密な関係を有したことは、多くの史料や回想文から伺うことができる。

例えば、『益世報』（『晨報』と同時代に刊行されていた新聞）のある記事からは、「連日、中国商学

各界において山東問題による激しい「日貨排斥」運動が繰り広げられていた。五月二日の北京『晨報』

を調べると外交問題についての記事が載せられたようで、今回の風潮は恐らくこの報道と関係があ

る３」と、五四運動に対する『晨報』の影響力の大きさを読み取ることが可能である。また、日本

外務省の史料には、『晨報』が「極力少年学生ト連絡ヲ保４」という指摘が存在する５。

　しかし、従来『晨報』に関する先行研究は少なく、本紙の編集方針や政治的立場など多くの点が

不明なままである。また、『晨報』と学生運動の関係に言及した研究は、五四運動期に考察が偏り、

それ以降の時期は等閑視されてきた。筆者はこのような窮状を打開すべく、『晨報』研究に取り組

むものであるが、特に本稿では学生運動に対する『晨報』の言論、及びその変遷に注視することで、

本紙の政治的性格の一端を解明しようとするものである。

『晨報』における学生運動に関する言論

―１９１９年五四運動から１９２８年北伐まで―

武　　　暁　桐

要　　旨
　本稿は民国初期に北京で発行された日刊紙『晨報』の研究の一環として、その学生運動に関

する言論に着目するものである。従来の先行研究では『晨報』の学生運動に関する言論は五四

運動時期に偏り、全体的な考察が行われていなかった。本稿では、まず『晨報』と学生の関係

を分析し、１９２０年代において『晨報』が「教育界の機関紙」と認識されたことを確認した。そ

の上で、『晨報』の五四運動（１９１９年）から北伐（１９２８年）までの学生運動に関する言論を分析し、

学生運動の発展につれ『晨報』が学生と政治の関係に対する認識を変化させていったことを、『晨

報』の学生運動に対する言論の変遷から明らかにした。

【キーワード：『晨報』／学生運動／民国初期／新聞報道】
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　先行研究において、まず、『晨報』が学生運動に対する果たした役割が積極的だと評価したもの

が挙げられる。原正人氏の研究６では、『晨報』が研究系７の機関紙としての角度から、『晨報』が

積極的な学生の言論の場となり五四運動の一翼を担っていた状況を指摘した８。また邵建氏の研

究９では、『晨報』の編集者の活動が『晨報』の紙面に限らず、個人の行動においても五四運動に

おいて学生を支持したことを指摘した10。その他、五四運動における『晨報』の積極的な影響につ

いての研究は複数ある11。

　しかし、学生運動に対する『晨報』の消極性を指摘した研究もある。例えば、呂芳上氏の研究が

挙げられる12。この研究では、１９１９年五四運動から１９２９年北伐の翌年までの学生運動と政治運動と

の関係を取り上げ、『晨報』をはじめとする当時の新聞を活用しながら、この時期の学生運動を国

民党と共産党の政治運動の一部として読み取った13。その中で、１９１９年五四運動の『晨報』の記事

のみに言及しながら「学生運動に好感を抱かない14」と『晨報』が学生運動には消極的だと評価した。

　以上概観してきた先行研究は、いずれも学生運動に対する『晨報』の態度を断片的に言及したも

のと言える。『晨報』が学生運動に「消極的」とする立場にせよ、「積極的」とする立場にせよ、先

行研究のほとんどは五四運動時期にとどまり、この時期における新文化宣伝の役割だけで『晨報』

の言論を判断する傾向がみられるのである。

　このように、１９１６年から１９２８年まで存在していた『晨報』が五四運動時期及びそれ以降の時期に

おいて学生運動にどのような態度を示したか、五四運動時期と比較していかなる変化があるのか、

こういった言論の変遷をめぐる考察が先行研究に於いて不足している点であると筆者は考えるので

ある。

一、『晨報』と学生の関係
１．『晨報』の紙面と学生

　『晨報』は１９１６年創刊から１９２８年廃刊まで、幾度も紙面の改革を行い、各領域の記事をより豊か

にするために、「晨報副刊」、「経済界」、「北京ニュース」などの紙面を増やした。特にその文化ニュー

スを重視する姿勢は、『晨報』の特色として一貫していた。

　表１は戈公振の『中国報学史』において、各地の代表的新聞として１９２４年の北京『晨報』、天津『益

世報』、上海『申報』、漢口『漢口中西報』、広州『七十二行商報』を取り上げ、ニュースの種類別

により統計したものである。

　この表から分かるように、各地域の代表的な新聞紙の中で、『晨報』の文化ニュースの割合は

突出していた。具体的には、他の四つの新聞紙の文化ニュースがそれぞれ７.１％、６.２％、３.５％、

１２.３％に留まるのに対し、『晨報』は全体の２０.４％を占めた。

　その文化ニュースの具体的な内容は、学生の社会活動から学校生活にまで渡った。例えば、不定

期的に掲載された「平民教育」のコラムでは、平民教育において中心的な役割を果たした学生の活

動を取り上げ、その内容・様子を報道し、また「運動会」のコラムには学生が行った運動大会の成

績や状況も随時報じられていた。 
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　そして、ニュースの内容に限らず、広告にも『晨報』と学生の繋がりがうかがえる。

　表２の中で示した「文化」に関する広告は、教育と書籍の広告を指している。ここで分かるように、

『晨報』の広告の中にも文化系の広告が一番多く、１２.９６％を占めた。特に学生募集の７、８月の頃、

新聞第１面の広告はほとんど学生募集広告に埋められ、『晨報』の学生への宣伝効果が期待されて

いると伺える。国立北京大学の募集広告では、「募集要項は、北京では毎週月曜の『晨報』、上海で

は日曜の『時事新報』、月曜の『申報』を参照してください15」とあり、『晨報』の北京の教育界で

の位置を示している。

　また、教育と書籍の広告だけではなく、他のジャンルの広告の中でも学生に対する呼びかけがあ

る。

映画広告

　「本日の新聞には、北京の読者に新明劇場のチラシを添付する。制服を着てバッジを付けた学生

全員は半額。」16（中国語原文の日本語訳は引用者による。以下同）

　「平安映画會社からのお知らせ、学生注意、毎週土日午後三時、追加公演して学生を優遇する。

制服を着てバッジをつけている学生が入場料五角となる。」17

　「東長安街の平安劇院、今日上映するインドの映画は科学の面でも芸術の面でもかなり価値のあ

るものである。（中略）北京の教育界は映画の教育的役割に注目させるため（中略）北京の教育界

のために特別上演する。入場料は二角、学生団体はもっとお得である。今日の午前１１時にはじまり、

〔表１〕文化ニュースと全ニュース面積の割合

上海申報 北京晨報 天津益世報 漢口中西報 広州七十二行商報

inch ％ inch ％ inch ％ inch ％ inch ％

ニュース全面積 1825 100 949 100 955 100 1197 100 1277 100

政治ニュース 422 23.1 339 35.7 576 60.3 572 47.8 305 23.9

経済ニュース 586 32.1 120 12.6 101 10.5 213 17.8 204 15.9

文化ニュース 130 7.1 194 20.4 60 6.2 43 3.5 157 12.3

戈公振『中国報学史』（太平書局、1964年）205頁参照、筆者作成

〔表２〕広告各部門面積と全面積の割合

上海申報 北京晨報 天津益世報 漢口中西報 広州七十二行商報
inch ％ inch ％ inch ％ inch ％ inch ％

商務 1790 51.17 729 57.94 2539 84.18 1667 79.04 1190 70.25
社会 1295 37.02 299 23.75 359 11.90 273 12.94 326 19.83
文化 324 6.41 163 12.96 80 2.64 46 2.18 109 6.43
交通 115 3.28 29 2.31 12 0.30 7 0.33 15 0.89

戈公振『中国報学史』（太平書局、1964年）207頁参照、筆者作成
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各学校にもお知らせしたので、ぜひ来てください。」18

銀行広告

　「学生諸君は国内の大学或いは国外の大学に進学するために、学費を準備しなければならないの

だ。（中略）一年の費用を貯金すれば三年間の準備ができ、まさに学費を節約する最良の方法。」19

写真館広告

　「地方からの受験生へ、本館は各学校の要求した写真を熟練・精巧・素早くに完成できる。試験

期間、急いで写真を使う方がたくさんいる。本館は学生のために短時間に仕上げて遅れないことが

保証できる。」20

　上の広告は映画、銀行、写真館など文化広告には属さないが、これらの広告主や広告業者が『晨

報』の広告の中に取り込もうとした消費者は学生であり、『晨報』が多くの学生読者を抱えていた

状況が窺えるのではないだろうか。

　また、ニュースと広告の量以外にも、『晨報』は購読の面でも学生を優遇した。例えば、１９２２年

４月２６日の『晨報』には

　前日、本紙の告示では、『晨報』が値上げした後、学生を優遇する方法が載せられた。それ以来、

購読料九角でも貧寒の学生としては大変窮屈と感じ、学校の判子と一ヶ月以上の購読料を前払

いするという手続きも多少面倒を感じるといった手紙が多数寄せられてきた。本社は一貫して

学生を優遇するため、今回再び購読方法を変更する。北京市内の直接購読する学生に対して２

割引を実施する。他に、特別券を作って告示の右に載せ、購読したい方々がこちらの券を切り

取り、記入した後、弊社まで郵送するように。５月１日から、本社から直接発送する。皆さん

にお手数をかけないように、購読料は新聞配達員が本社の領収書を持って集金する。学生愛読

者のみなさまはどうか注意されたい。21

とある。こうして、紙面の内容から購読方法の面まで、『晨報』は学生読者に力を入れたのである。

２．『晨報』の学生界における位置

　上述したように、『晨報』の紙面では文化に関する内容が豊富で、学生向けの内容も多かった。

このように『晨報』は学生グループの中で人気を得た。１９２３年における北京大学の学生に対する調

査の中で『晨報』が人気一位と評価され22、２０年代から『大公報』に勤めた徐鋳成が「私が師範大

学に入った１９２７年の時点では北京の新聞の中で『晨報』が最も発行部数が多く、発行範囲が広い新

聞であった。朝の師範大学の閲覧室で皆先を争って『晨報』を読んでいた。23」と回想していた。

　特に『晨報』１９２２年９月１７日の社説では

　北京の『晨報』は教育界の機関紙、その理由は「『晨報』がいつも教育界を支援して教育界

の味方をするからだ。」確かにこういう人がいる。そして、教育界の人々も大体こういう考
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え方を持っている。なので、教育界に何か風潮があるたびに、本新聞に寄せてきた教育界の

ニュースは非常に多いのだ。24

とあり、『晨報』の文化に対する深い関心は教育界の人々の信頼を集め、１９２０年代には「教育界の

機関紙」と認識され、「中国学生の指導者25」とまで期待されていた。

二、『晨報』の学生運動に対する言論
　ここまで考察してきた通り、『晨報』は当時の北京の新聞の中で、文化的内容が豊富で、教育界

からの投稿も多く、学生の中では高く評価されていた。では、『晨報』は具体的に学生運動をどう

のように論じたのだろうか。

１．１９１９ 年五四運動時期の『晨報』の言論

　近代学生の登場は中国社会に大きな影響を及ぼした。民国初期にはある程度言論の自由が確立さ

れ、メディアの活性化が急速に進展し、学生が新しいメディアから新思想と新文学を吸収し、また

新思想と新文学の発展の新たな担い手となった。そこで、１９１９年、五四運動は、学生が中心となっ

て反帝国・反封建を呼号し、民主と科学を旗印とし、欧米の近代思想を以って、封建的な倫理道徳

や迷信を攻撃する運動として出発した。

　五四運動時期の『晨報』も同じ態度を示した。１９１９年、パリ講和会議で山東省の旧ドイツ権益が

日本に渡されたことをきっかけに、北京の学生が反帝国主義、反軍閥の運動に立ち上がったが、他

の各界は形勢を伺い、学生運動の目的を疑った。これに対して『晨報』は学生活動の各方面の記事

を詳細に載せ26、「国民が立ち上がり、政府を支援して、国家の面目を保つのが一般国民の義務と

言える。だが我が国の国民は学生以外に、発言する人が全くいない。27」「毎日駆け回り、努力し

ているのはこれら青年学生だけだ。28」と学生の政治活動を評価した。そして、学生と政治の問題

においては

　ある新聞が学生を裁判に引き渡すべきだと主張した理由は、三つしかない（１）放火して人

を傷つけるのは裁判を受けるのが当然である。（２）司法権の独立には干渉してはいけない。（３）

学生は学業に専念すべき、政治に干渉すべきではない。（中略）そもそも学生が政治に干渉す

べきではなくとも、国家を捨てる訳にはいかない。領土が取られ、売られるのをただ見て、他

人に奴隷のように扱われる所で学問を求めるのは何の役に立つと言うのだろうか。29

と社説で述べた。

　１９１９年五四運動の最中に載せられたこれらの社説からみると、学生の政治運動に対し、学問より

国家が大事で、学生と政治運動とは切り離せないという『晨報』の態度が看取れる。

　この態度はその後も続いたのであろうか。次節では１９２０年代に入った後、『晨報』が学生政治運
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動に対する態度がどのように変化したかを考察する。

２．五四運動期の後

　五四運動を機に、一般民衆の政治参加が制度的に保障するようになった30。そして五四運動の後

には、この民衆の力が革命政党と連帯し、組織された勢力として成長した31。この時期においては、

学生が「学校自治」「試験廃止」「校長拒否」など学校内の運動を起こしたと同時に、全国学連の組

織や北京政府への反対運動など、社会の風潮とも強く関連した。

　しかし、このような風潮に先立ち、『晨報』は五四運動一周年の１９２０年に「学生たちの精神はも

ちろん尊敬するが、行動はいささか熟慮が欠けていると言わざるをえない。（中略）ストライキの後、

学生が自分の望む条件を手に入れられるのかについて、我々は少し疑問を持っている。32」とすで

に学生運動に疑問を投じ始めた。

　そして１９２１年１２月１日の『晨報』には以下の投稿が掲載された。

　この二～三年、社会における学生の地位がだんだん高くなったようだ。彼らはよくも社会の

監督者、評者、指導者を自任したものだ。世論の面も、ひたすら学生の行動に追従する。（中略）

学生と親しい新聞紙が時代の渦から飛び出し、冷静に、切実に工夫して（一）監督者の監督者

（二）評者の評者（三）指導者の指導者になってほしい。これは私が将来の『晨報』に対した

持つ理想像である。33

　学生運動の成長期とはいえ、実際には「教育界の風潮、一か月の平和もないくらい34」収拾がつ

かない状況に突入した中、五四運動成果の肯定することよりも、学生運動の行き先への懸念を示す

ことを重視した『晨報』の態度がここから分かる。

３．１９２０ 年代半ば『晨報』に於ける言論の変化

　先行研究でも指摘されたように、「学生運動の影響力は武力以上である。学生の力を掴めば、成

功は必然となろう。35」と五四運動以後、各党派が学生を通して世論の形成を図ろうとした。その

一例として国民党が１９１０年後半から２０年半ばにかけて、学生への勢力拡大を図り、北京政権を動揺

させるため、学生運動を支援する方針を取っていたことが挙げられる。そして、国民党の言論機関

『民国日報』はその方針を受け、積極的に学生運動を支援する報道を続け、時には学生運動を煽る

かのような記事を載せた36。

　このような状況に対して、この時期の『晨報』には学生と政治の関係に関する社論が多くの紙面

を占めた。特に１９２５年の１月１４日、１５日、１６日と３日に渡り連載した学生と政治の関係についての

討論が注目される。
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　学生と政治、この重大な問題に対して、以前から意見を述べたいと思っていた。（中略）共

産派の議案では「全国の労働組合を、すでに我が党が占領したが、各地の学生会にもメンバー

を送り込み、学生界を完全に我が党が利用できるように期待している」という条目がある。こ

の決議は、共産派が赤裸々に学生総会を操縦し、学生を完全に利用したいとの宣言である。

　国民党はこの条目に関しては、去年の秋に非難の意を表した。今回、北京での会議で挙げた

共産派の罪状のなかでもこの条目を入れた。この行動から国民党は学生を利用するのが正しい

こととは思ってないものの、実際のところ、近年国民党のリーダーは中学校に潜入して、演説

を行い、学生に学業を放棄させて政治運動を煽っている。近来京津の各学校で、このような情

報をよく耳にする。学校内部の問題は討論の範囲外だが、ここで問いたいのは、党人が学生を

利用することが許されることなのだろうか、もし許されるならば、その条件はなんであろうか

ということである。もちろん、政党の存在を承認する限り、政党が民衆に宣伝することは否定

できない。

　学生と政治を接触させることが、一定の条件、一定の程度では完全に禁止することは必要で

はない。ここで注意すべきなのは、宣伝には制限があることで、この制限を超えてはいけない

ことだ。第一にお互いの人格を尊重すること。第二に教育の威厳を尊重すること。党人が学生

の人格を尊重した上で、学校の威厳を尊重しなければならない。例えば、学校内部のことに党

人が手を出すべきではない。今回南開大学事件では、共産派国民党は学校内の紛争を利用して、

学生を煽って、紛争を起こした。これは政治道徳を守ってないこととなる。37

　この社説は『晨報』の学生と政治の関係の態度を最も明確に表現したものだと考える。『晨報』

は学生が国民の一部として、それに、教育がまだ普及してない国での知識界の有力な一部として、

政党の宣伝対象になるのも当然なこと、と理解を示した。しかし、「ここで注意すべきなのは、宣

伝には制限があり、この制限を超えてはいけないことだ。」「共産派国民党は学校内の紛争を利用し

て、学生を煽って、紛争を起こした。これは政治道徳を守ってない」と学生と政治を接触させるに

は一定の条件、一定の制限が必要であり、党派が学園内の紛争を利用して、学生ストを煽るのは政

治道徳に反する行為であると強く主張した。

　もちろん当時、このような観点を主張したのは『晨報』だけではない。１９２５年９月に胡適は「愛

国運動与求学38」を発表し、その中で彼は北京大学の学生たちが当時の教育総長章士釗反対闘争に

参加していなかったことを評価した。また彼は、学生たちは学校という環境と設備を活用して自分

自身を有用な人材にすべく鍛錬せよ39と訴えた。さらに、当時の北京大学の教授は「本校は早く一

般の政治紛争や学校紛争から離脱し、努力して学問の道を歩み、国家の一学術機関とならなければ

ならない」、「本校の構成員で学校外での活動をする者は、各個人の名義で活動し、学校に影響を及

ぼすことのないようにしなければならない。40」と宣言をしたように、当時、学校側や知識人たち

も学生が学問に集中すべきだと考え、学生運動を決して支持しなかったのである。

　しかし、１９２５年１１月２９日段祺瑞政府への抗議デモが行われたその後、国民大会の名で集まった団
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体が晨報社を燃やすという事件が起こった。この事件は真相が分からぬまま収束したが、国民党と

共産派が放火した可能性が大きい41と言われ、陳独秀もこの事件に関して「『晨報』が燃やされた

のは当たり前ではないか？ 42」と胡適宛の手紙にその態度を示した。つまり、『晨報』の学生運動

と共産主義に対する言論は、多くの政治勢力に対して大きな影響力を有していたと考えられる。

４．１９２８ 年北伐の直前

　１９２８年、社会状況が不安定ななか、学生運動は暴走をはじめる。四川省立第一中学校の校長が、

学校に不満を持つ学生に殴り殺され、手足を結ばれたまま、井戸に投げ入れられた。この惨事に

より、教育局長と他の学校の校長が驚き、全員辞職を申し出た。『晨報』には４日間連続でトップ

ページに事件に関する社説が載せられ、「この事件は目下、中国の学校の風紀を明確に表わしており、

中国の教育の悲惨な運命を示していると我々は思う43」と中国の学生と教育のゆく先を懸念し、

　この十年間、学風が日一日と暴力的になり、学生運動は数えきれない。その悲しさ、恐ろし

さは、年とともに増え、日に日に増加していく。これは、すでに全社会で公認した事実なので、

余計な口はきかなくて良い。この状況に至った学生側の原因は三つある。第一、旧道徳観念は

破壊され、新道徳の基礎は未だに成立していない。第二、学問に対する興味がない、決意が足

りない。第三、学校が何のために存在するものか、学生がどのような存在かを忘れたことであ

る。44

と学生・学問・学校の意味を厳しく糾弾している。事件自体の討論が終わった後、『晨報』は更に２、

３回に渡り、政府の学校に対する責任、学校の学生に対する責任、学校の組織などの面で大学教育

がいかに充実していくべきか45などに関する問題を詳細に論じたのである。

　さらに、１９２８年北伐軍の北京占領直前の４月に国民党と共産党の学校を干渉する行為に、『晨報』

は、学生運動を煽る政党を、以下の様により一層厳しく批判した。

共産党は学生界の病気を一目で見通し、遠慮せず学校に潜り込み、学校を拠点に占拠し、学生

を道具扱いした。利を以て学生の心を動かす、それで手当と公費があり；欲を以て、学生を誘惑、

それで潔白を打倒、恥を一掃することがあり；偽善的なスローガンを以て学生を惑わす、無理

性反科学の標語が存在し；学生の軽率な破壊行動が煽てられ、数えきれないストと悲劇が現れ

た。知識階級を打倒する標語で学生の退学に迎合し、道徳の網を突破する言い訳で学生の欲を

掻き立てる。46

　ここで、『晨報』の観点と、前述した北京大学教授陣の観点と比較してみると、両者の共通性が

わかる。つまり、国家富強のための有力な手段である「教育救国」あるいは政党の学生利用という

政治的な観念と異なり、『晨報』は学問を大事にする大学側の要求する学生像に傾いたことが分か
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るのである。

おわりに
　本稿では民国初期に北京で発行された日刊紙『晨報』の研究の一環として、『晨報』の学生運動

に対する認識とその変遷について分析を試みた。

　先行研究は、五四運動時期に考察が偏り、この時期における新文化宣伝の役割のみに基づき、『晨

報』の言論を判断する傾向がみられた。換言すれば、五四運動時期以降における学生運動への態度

や、その態度の変化などがまったく考察されてこなかったのである。

　こうした状況に鑑み、本論はまず『晨報』の紙面を分析し、『晨報』の学生界における位置を考

察した。その結果、『晨報』がその紙面において文化ニュースを重視し、購読方法等の面でも学生

読者に力を入れ、１９２０年代から学生の間で人気を得て、「教育界の機関誌」と呼ばれるようになっ

たことを明らかにした。

　そして、学生の言論活動が躍進した１９１９年から、１９２８年の北伐軍の北京占領に伴う『晨報』の停

刊までの（『晨報』の学生運動に対する）言論を取り上げ、その認識を考察した。結果、「学生の指

導者」「教育界の機関紙」として期待された『晨報』は、学生運動の発展に伴い、学生と政治の関

係に対する認識を変化させていったことが明らかとなった。五四運動初期には学生運動を支持する

態度を示していたが、２０年代初期からは学生運動に疑問を持つようになり、２０年代後期には教育機

関の立場から、学生運動への不支持を表明し、学生は学問に集中すべきと主張するようにまで変化

した。先行研究では、『晨報』の学生運動に対する認識は「支持」か「不支持」か、二者択一的に

考察されてきたが、実のところ「支持」から「不支持」への変遷があったのである。

　本稿では『晨報』の一側面――『晨報』の紙面上での学生運動に対する評価の変遷を指摘したに

過ぎず、本論で検討できなかった課題は極めて多い。言論に変化が生じた原因などを十分に論じる

ためには、『晨報』の編集方針に関する分析や、『晨報』と党派の関係など、より多くの論点にわたっ

て考察を行わなければならないだろう。こうした作業を今後の課題としたい。

注
１　王潤沢『北洋政府時期的新聞業及其現代化』（中国人民大学出版社、２０１０年）２４９頁参照
２　拙稿「日刊紙『晨報』の性格について─民国メディア史研究の基礎作業として─」（国際文化研究第２２号、

２０１５年）
３　「日本駐華公使紧急公文致外交部」『益世報』天津、１９１９年５月２４日
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９　邵建『胡適前伝』（秀威出版社、２００８年）２２５頁参照
10　『晨報』人物に関する研究については、西川正夫「四川省廣安縣備忘録 : 清末民國初期の郷紳」(『金沢
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